
 

 

 

 

 

報道関係者各位 

 

令和５年ゴールデンウィーク 

県内の主な観光施設等の観光客の状況について 
～ 期間中の観光客数１１７万人、１日当たり前年比１２５.７％ ～ 

 
県では、今後の観光振興施策や観光事業関係者の事業展開の参考資料とするため、ゴールデンウ

ィーク期間中に県内の主な観光施設等を訪れた観光客の状況について、各観光施設等へ調査を行い

ました。調査対象となる観光施設等(６９地点)を訪れた観光客数は、延べ約１１７万人でした。１

日当たりでは約１３万人となり、前年比で２５.７％増加しました。 

 

○ 今年のゴールデンウィークは、昨年同時期に比べ感染者数が少なかったことや、イベント開催

時の規制緩和等が進んだことなどにより、旅行者の観光需要が高まったことから、前年比では

観光客数が増加しました。 

○ 一方で、コロナ禍前の令和元年（平成 31 年）に比べると１日当たりの観光客数は、２８．３％

減少しています。 

 

【令和５年と令和４年の比較】 

項目 令和５年 令和４年 増減 

調査地点数 ６９地点 ６９地点 なし 

調査期間 
令和５年４月２９日（土）から 

令和５年５月７日（日）まで 

令和４年４月２９日（金）から 

令和４年５月８日（日）まで －１日 

調査日数 ９日間 １０日間 

観光客数 

（期間全体） 
１１７万人 １０３万４千人 

＋１３万６千人 

（＋１３.１％） 

観光客数 

（１日当たり） 
１３万人 １０万３千人 

＋２万７千人 

（＋２５.７％※） 

【令和５年と令和元年（平成３１年）の比較】 

項目 令和５年 令和元年（平成３１年） 増減 

調査地点数 ６９地点 ６９地点 なし 

調査期間 
令和５年４月２９日（土）から 

令和５年５月７日（日）まで 

平成３１年４月２７日(土)から 

令和元年５月６日(月)まで －１日 

調査日数 ９日間 １０日間 

観光客数 

（期間全体） 
１１７万人 １８１万人 

－６４万３千人 

（－３５．５％※）

観光客数 

（１日当たり） 
１３万人 １８万１千人 

－５万１千人 

（－２８．３％※）
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※端数処理により数値が一致しない場合があります 



各圏域別の状況 
 ※個別の数値は別添資料参照 

【峡 中】 
○ 峡中圏域所在の対象施設等に係る観光客数は、１日当たり前年比２６.８％の増加となりました。 

○ 「県立美術館」では、昨年同時期に催した特別展が好評だったこともあり、1日当たりの来館

者数は、前年と比較すると３２.９％減少しましたが、コロナ前の水準には戻りつつあるとの声

も聞かれました。 

○ 「愛宕山こどもの国」では、昨年からの改修工事が完了し、施設をリニューアルオープンした

ことから、１日当たり７９５.３％の増加となりました。 

○ 「やまなみの湯」では、期間中休まず営業したこと（通常５月３日は定休日）及び車中泊施

設を利用する観光客などで賑わったことから、１日当たり４４.９％増加しました。 

【峡 東】 
○ 峡東圏域所在の対象施設に係る観光客数は、１日当たり前年比２８.５％の増加となりました。 

○ 「笛吹川フルーツ公園」では、各種イベントの開催や中日の５連休が好天に恵まれたことな

どから、１日当たり６４.５％の増加となりました。 

○ 「県立博物館」では、コロナ対策の緩和に伴い、企画展やこども向け体験型イベントを開催

できたことから、１日当たり４７.４％の増加となりました。 

○ 「勝沼ぶどうの丘」では、展望テラスでのクラッシクコンサートやこども向けの謎解きスタ

ンプラリーなど、幅広い客層を対象としたイベントの開催により、１日当たり２０.６％の

増加となりました。 

【峡 南】 
○ 峡南圏域所在の対象施設等に係る観光客数は、１日当たり前年比２０.８％の増加となりました。 

○ 「甲斐黄金村湯之奥金山博物館」では、大河ドラマ（紀行潤礼）で施設が紹介されたこと

や、博物館のマスコットキャラクター目当ての来館者が増えたことから、１日当たり３８.

０％の増加となりました。 

○ 「南アルプス早川山菜祭り」が４年ぶりに開催され多くの観光客が訪れました。 

【峡 北】 
○ 峡北圏域所在の対象施設等に係る観光客数は、１日当たり前年比２２.２％の増加となりました。 

○ 「清泉寮」では、４月２９日から新しくギフトショップをオープンするなど、１日当たり３

５.２％の増加となりました。 

○ 「山梨県フラワーセンター（ハイジの村）」では、開花のピークがゴールデンウィーク期間と

重ならなかったことなどが影響し、１日当たり１６.３％の減少となりました。 

【富士・東部】 
○ 富士・東部圏域所在の対象施設等に係る観光客数は、１日当たり前年比２７.１％の増加となり

ました。 

○ 「新倉山浅間公園」は、外国人観光客から注目を集めているスポットであり、水際対策の緩

和も進んだことなどから、１日当たり２８５.９％の増加となりました。 

○ 「笹一酒造（株）酒遊館」では、多くの家族連れ・小グループの団体客が訪れ、１日当たり３

２.３％の増加となりました。 

 

備考 

・観光客数とは、県内の主要な観光施設等から報告のあった客数を合計したものです。 

・「甲府市立動物園」及び「サントリー白州蒸溜所」は、現在改修工事中のため今年のゴールデ 

ンウィーク中の観光客数は０人です（調査地点数には含めています）。 

 


